
 

 Ethernet [MODBUS/TCP] 通信変換器 
 

 
IMR01Y49-J1 

本書はCOM-JLの基本的な使用方法について説明したものです。設置・配線、通信デー

タおよび詳細な取り扱いや各機能の操作については、必要に応じて、以下に示す取扱説

明書を参照してください。 
 

 COM-JL [SRJ対応] 設置・配線取扱説明書 (IMR01Y48-J): 製品添付 
 COM-JL [SRJ対応] 通信データ一覧 (IMR01Y50-J): 製品添付 
 COM-JL [SRJ対応] 取扱説明書 (IMR01Y51-J): 別冊 

(ダウンロードまたは別売り) 
 

別冊の説明書は、当社ホームページからダウンロードできます。 
ホームページアドレス: http://www.rkcinst.co.jp/down_load.htm 

 

1. 各部の名称 

 

Ethernet 用 
モジュラーコネクタ

RJ-45

表示ランプ 1
端子カバー 

正面図 左側面図 

ターミナルベース 

メインフレーム 

デッィプスイッチ 2 端子カバー 
取付具

表示ランプ 2

表示ランプ 3

デッィプスイッチ 1 

 
 

表示ランプ 1

FAIL
RUN

TX
RX

 
 
 表示ランプ 1 

FAIL [赤]  正常時: 消灯 
 異常時: 点灯 

RUN [緑]  正常動作中: 点灯 
 動作異常時 [メモリバックアップ異常、コントローラ 
 構成異常、入力異常]: 点滅 (遅い点滅) 
 電源投入直後のデータ収集時: 点滅 (速い点滅) 

TX [緑] Ethernet データ送信時: 点滅 
RX [緑] Ethernet データ受信時: 点滅 

 
 表示ランプ 2 

リンク状態 10BASE-Tリンク中: アンバー色ランプ点灯 
 100BASE-TX リンク中: 緑色ランプ点灯 

 
 表示ランプ 3 

伝送状態 半二重接続 伝送中: アンバー色ランプ点灯 
 全二重接続 伝送中: 緑色ランプ点灯 

 
 コネクタ 

ETHERNET Ethernet 用モジュラーコネクタ RJ-45 
 
 スイッチ 

ディップスイッチ 1 コントローラ通信の通信速度を設定 
ディップスイッチ 2 設定を変更しないでください 

(ディップスイッチによる IPアドレス設定時のみ使用) 
 
 その他 

端子カバー COM-JLの上下にある端子のカバー 
取付具  DINレール取付時に使用 

 ネジ取付時には上下2 個必要 (上側別売り) 
ターミナルベース COM-JLの端子およびベース部分 

(内部に終端抵抗設定スイッチがある) 
メインフレーム COM-JLの本体部分 

2. 取扱手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 通信設定 
 
 
電源ON状態で、メインフレームをターミナルベースから引き抜かないでください。

機器故障の原因となります。 
 
コントローラ通信速度設定 
コントローラ通信の通信速度を設定します。設定は小型のマイナスドライバを使用してくだ

さい。 
 

左側面図 

ディップスイッチ 1 

1 2 3 4 5 6 7 8

ON 

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

OFF

  
1 2 コントローラ通信速度 

OFF OFF 38400 bps 
ON OFF 9600 bps 
OFF ON 19200 bps 
ON ON 38400 bps 

 

3 4 5 6 7 8  
OFF OFF OFF OFF OFF OFF 固定 

 
その他のコントローラ通信設定 
データビット構成: データ 8ビット、パリティビットなし、ストップ 1ビット 

 

ディップスイッチ 2の設定は変更しないでください。 
(ディップスイッチによる IPアドレス設定時のみ使用) 

 
 

4. コントローラの通信設定 

コントローラ (SRJ) の通信設定は、以下のように設定してください。 
 
 プロトコル: MODBUS 
 モジュールアドレス: 1～16 (アドレス設定スイッチ: 0～F) 
 通信速度: 19200 bps  
 データビット構成: データ 8ビット、パリティビットなし、ストップ 1ビット 

 (固定値のため設定不要) 
 

設定方法は、J-TI 設置・配線取扱説明書 (IMS01X01-J) および SRJ 取扱説

明書 (IMS01X03-J) を参照してください。 
 

COM-JLと接続するコントローラ (SRJ) のアドレス設定方法には、「連続設定」と「自

由設定」があります。(COM-JL通信データで指定します。) 
 「連続設定」 (出荷値) は 1から連続した数字を各コントローラに設定します。 
 「自由設定」は 1～31 の範囲で自由にアドレスが設定できます。 

 

5. IP アドレス設定 

COM-JLの IPアドレスを設定します。 
IP アドレスを設定するには、「Web ブラウザによる設定」、「Telnet による設定」、

「DeviceInstallerによる設定」および「ディップスイッチによる設定」の 4種類の設定 
方法があります。ここでは「Webブラウザによる設定」について説明しています。 
 

IPアドレスの番号については、COM-JLを接続するネットワーク (LAN) のネット

ワーク管理者に確認してください。 
 

IP アドレスが出荷値 (192.168.1.1) から変更されていて、変更後の IP アドレスが

不明な場合は、DeviceInstallerまたはディップスイッチで IPアドレスを設定してく

ださい。 
 

IPアドレスの「Telnetによる設定」、「DeviceInstallerによる設定」および「ディッ

プスイッチによる設定」については、COM-JL [SRJ対応版] 取扱説明書 
(IMR01Y51-J) を参照してください。 

 
Web ブラウザによる設定 
Web ブラウザ (インターネットエクスプローラ等) を使用して、IP アドレスを設定するこ

とができます。 
 

 設定前の準備 
Webブラウザで IPアドレスを設定する場合、Webブラウザを起動するクライアント (コ
ンピュータ) の IPアドレスの第 1～第 3バイトとマスクの範囲を、COM-JLの IP アドレ

スに合わせる必要があります。 
 
1. COM-JLとクライアントを接続し、電源をONにします。 
 

接続方法はCOM-JL [SRJ対応版] 設置・配線取扱説明書 (IMR01Y48-J) を参照

してください。 
 
2. COM-JL の IP アドレスの出荷値は「192.168.1.1」です。この IP アドレスの第 1～第 3

バイトの値と、クライアントの IPアドレスを合わせる必要があるので、クライアントの

IPアドレスを「192.168.1.」 (: 0～255の範囲で 1以外の値) に変更します。 
 
3. COM-JLのサブネットマスクは「255.255.255.0」ですので、クライアントのサブネット

マスクも同様に「255.255.255.0」に変更します。 
 

COM-JLの IPアドレスの設定が終了したら、クライアントの IPアドレスを元に戻

すか、接続するネットワークに合ったアドレスに変更してください。 
 

すでにネットワークに接続されているクライアントを使用して、COM-JL の IP ア

ドレスを設定することは可能です。ただし、クライアントの IPアドレスを変更してし

まうので、それまで接続できていたネットワークとは切断されることになります。 
なお、この方法で IP アドレスを設定する場合は、問題がないかをネットワーク管

理者に確認してください。 
 

 設定例 
以下に、COM-JLの IPアドレスを「192.168.1.3」に設定する例を示します。 
 

以下の説明で出てくる画面や操作は一例です。本機器に搭載された「XPort」のバー

ジョンによって異なります。 
XPortの設定については、Lantronix社のホームページ等で確認してください。 

 
1. Web ブラウザを起動し、アドレスバーに現在の IP アドレス「192.168.1.1」と入力して

Enter キーを押します。 

 
 
 
2. Web Managerが起動し、ホーム画面 (Device Status) が表示されます。 

この状態で画面左側のメニューのNetworkボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

指定されたボタン以外はクリックしないでください。機器故障やトラブルの原因と

なります。 

3. Network Settings画面が表示されます。 
IP Addressに「192.168.1.3」を設定して、OKをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
IP Address以外は変更しないでください。機器故障やトラブルの原因となりま

す。 
 
4. メニューの Apply Settings ボタンをクリックすると設定が更新され、以下のような

メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
5. メッセージに従って、新しい IP アドレス「192.168.1.3」をアドレスバーに入力し、

Enter キーを押すと、新しい IPアドレスの設定画面になり、設定が終了します。 

 

 

 
 

6. MODBUS/TCP プロトコル 

MODBUS/TCP は、Ethernet の TCP/IP プロトコル上に、MODBUS プロトコルを実装

したオープンフィールドネットワークです。 
データ要求側 (コンピュータなど) を「クライアント」と呼び、データ応答 (供給) 側 
(COM-JL) を「サーバ」と呼びます。 
 

プロトコルの詳細については、COM-JL [SRJ対応版] 取扱説明書 
(IMR01Y51-J) を参照してください。 

 

6.1 メッセージ構成 
TCP/IP上のMODBUS ADU (アプリケーションデータユニット) は、以下のような

構成になっています。 
 

MBAP ヘッダ 
7 バイト 

PDU (プロトコルデータユニット) 
2～255 バイト 

MODBUS TCP/IP ADU

ファンクション

コード 
1 バイト 

データ 
1～254 バイト 

転送 ID 
2 バイト 

プロトコル ID
2 バイト 

データ長 
2 バイト 

ユニット ID 
1 バイト 
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COM-JL [SRJ対応版] 簡易取扱説明書
COM-JL設定 

設置・配線 

コントローラ設定 

IPアドレス設定 

3. 通信設定 参照 

 COM-JL [SRJ対応版] 設置・配線取扱説明書 
(IMR01Y48-J) 参照 

 コントローラ (SRJ) については、SRJ取扱説明書 
(IMS01X03-J) 参照 

 4. コントローラの通信設定 参照 
 J-TI設置・配線取扱説明書 (IMS01X01-J) および

SRJ取扱説明書 (IMS01X03-J) 参照 

5. IPアドレス設定 参照 

 出荷値:  
 19200 bps

 

 

クリック 

 

クリック

192.168.1.3
を設定します

ディップスイッチ2 
ディップスイッチ1 



 

ホームページ: 
http://www.rkcinst.co.jp/ 
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その他、本書に記載されている会社名や商品名は、一般に各社の商標または登録商標です。
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技術的なお問い合わせは、カスタマーサービス専用電話 TEL (03) 3755-6622 をご利用ください。

 MBAP ヘッダ 
MBAP (MODBUSアプリケーションプロトコル) ヘッダは、転送 ID、プロトコル ID、デー
タ長およびユニット IDの 4つの部分で構成されています。  
データ内容 バイト数 リクエスト (クライアント) レスポンス (サーバ) 

転送 ID 2 不使用 
ただし、2バイト分のデータを 
送信する 
(必要に応じて、リクエストとレス
ポンスの整合を取るために使用) 

クライアントからのデータを 
そのまま返す 

プロトコ
ル ID 

2 「0」固定 
(MODBUSプロトコル  0) 

クライアントからのデータを 
そのまま返す 

データ長 2 ユニット IDおよびPDUの 
全バイト数 (最大256バイト) 

ユニット IDおよびPDUの 
全バイト数 (最大256バイト) 

ユニット
ID 

1 不使用 
ただし、1バイト分のデータを 
送信する 
(必要に応じて、リクエストとレス
ポンスの整合を取るために使用) 

クライアントからのデータを 
そのまま返す 

 
 PDU 
PDU (プロトコルデータユニット) は、ファンクションコードとデータの 2つの部分で構
成されています。  
データ内容 バイト数 リクエスト (クライアント) レスポンス (サーバ) 

ファンク
ション 
コード 

1 03H: レジスタの内容読み出し 
06H: 単一レジスタへの書き込み 
08H: ループバックテスト 
10H: 複数レジスタへの書き込み 
17H: レジスタの内容読み出し／ 
 書き込み 

正常時 
クライアントからのデータを
そのまま返す 

異常時 
80H  ファンクションコード 

データ 1～254 ファンクションコードに合った
データ 

正常時 
ファンクションコードに合っ
たデータ 

異常時 
例外コード 
01H: ファンクションコード 
 不良 
02H: レジスタ未対応 
03H: 指定データ数範囲外／ 
 設定範囲外 
04H: サーバ異常 
06H: サーバビジー 

 
6.2 メッセージフォーマット 
 レジスタ内容の読み出し [03H] 
指定したレジスタアドレスから、指定した個数だけ連続したレジスタアドレスの内容を
読み出します。 
レジスタの内容は上位 8 ビットと下位 8 ビットに分割されて、レジスタアドレスの順に
レスポンスメッセージのデータとなります。 
 
[例] レジスタ0000H～0003H (計4個) からデータを読み出す場合 
 
リクエストメッセージ [クライアント] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 06H 
ユニット ID 00H 
ファンクションコード 03H 
レジスタアドレス 上位 00H 
 下位 00H 
個 数 (ワード数) 上位 00H 
 下位 04H 

 
レスポンスメッセージ (正常時) [サーバ] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 0BH 
ユニット ID 00H 
ファンクションコード 03H 
データ数 (バイト数) 08H 
最初のレジスタ内容 上位 01H 
 下位 24H 
次のレジスタ内容 上位 01H 
 下位 1BH 
次のレジスタ内容 上位 01H 
 下位 2BH 
次のレジスタ内容 上位 01H 
 下位 22H 

例外コードメッセージ (異常時) [サーバ] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 03H 
ユニット ID 00H 
80H  ファンクションコード 83H 
例外コード 03H 

 
 単一レジスタへの書き込み [06H] 
指定したレジスタにデータを書き込みます。 
書き込みデータはレジスタアドレス順に、それぞれ上位8ビット、下位 8ビットの順でリク

エストメッセージ内に並べます。 
 
[例] レジスタ0B00Hに 100 (64H) を書き込む場合 
 
リクエストメッセージ [クライアント] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 06H 
ユニット ID 00H 
ファンクションコード 06H 
レジスタアドレス 上位 0BH 
 下位 00H 
書き込みデータ 上位 00H 
 下位 64H 

 
レスポンスメッセージ (正常時) [サーバ] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 06H 
ユニット ID 00H 
ファンクションコード 06H 
レジスタアドレス 上位 0BH 
 下位 00H 
書き込みデータ 上位 00H 
 下位 64H 

 
例外コードメッセージ (異常時) [サーバ] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 03H 
ユニット ID 00H 
80H  ファンクションコード 86H 
例外コード 03H 

 
 通信診断 (ループバックテスト) [08H] 
リクエストメッセージがそのままレスポンスメッセージとして返されます。 
クライアントとサーバ (COM-JL) 間の信号伝送のチェックに使用します。 
 
[例] ループバックテスト 
 
リクエストメッセージ [クライアント] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 06H 
ユニット ID 00H 
ファンクションコード 08H 
テストコード 上位 00H 
 下位 00H 
データ 上位 1FH 
 下位 34H 

 

レスポンスメッセージ (正常時) [サーバ] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 06H 
ユニット ID 00H 
ファンクションコード 08H 
テストコード 上位 00H 
 下位 00H 
データ 上位 1FH 
 下位 34H 

 
例外コードメッセージ (異常時) [サーバ] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 03H 
ユニット ID 00H 
80H  ファンクションコード 88H 
例外コード 06H 

 
 複数レジスタへの書き込み [10H] 
指定したレジスタアドレスから、指定した個数のレジスタにそれぞれのデータを書き込みます。 
書き込みデータはレジスタアドレス順に、それぞれ上位8ビット、下位 8ビットの順でリク

エストメッセージ内に並べます。  
[例] レジスタ0B00H～0B01H (計 2個) へ 100 (64H) と 120 (78H) を書き込む場合  
リクエストメッセージ [クライアント] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 0BH 
ユニット ID 00H 
ファンクションコード 10H 
レジスタアドレス 上位 0BH 
 下位 00H 
個 数 (ワード数) 上位 00H 
 下位 02H 
データ数 (バイト数) 04H 
最初のレジスタへの 上位 00H 
データ 下位 64H 
次のレジスタへの 上位 00H 
データ 下位 78H 

 
レスポンスメッセージ (正常時) [サーバ] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 06H 
ユニット ID 00H 
ファンクションコード 10H 
レジスタアドレス 上位 0BH 
 下位 00H 
個 数 (ワード数) 上位 00H 
 下位 02H 

 
例外コードメッセージ (異常時) [サーバ] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 03H 
ユニット ID 00H 
80H  ファンクションコード 90H 
例外コード 03H 

 

 レジスタ内容の読み出し／書き込み [17H] 
指定したレジスタアドレスから、指定した個数だけ連続したレジスタアドレスの内容を

読み出します。また、指定したレジスタアドレスから、指定した個数のレジスタにそれ

ぞれのデータを書き込みます。  
[例] レジスタ0000H (計1個) からデータを読み出し、レジスタ0B00H～0B01H (計2

個) へ100 (64H) と120 (78H) を書き込む場合  
リクエストメッセージ [クライアント] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 0FH 
ユニット ID 00H 
ファンクションコード 17H 
読み出し 上位 00H 
レジスタアドレス 下位 00H 
読み出し個数 上位 00H 
(ワード数) 下位 01H 
書き込み 上位 0BH 
レジスタアドレス 下位 00H 
書き込み個数 上位 00H 
(ワード数) 下位 02H 
書き込みデータ数 (バイト数) 04H 
最初のレジスタへの 上位 00H 
書き込みデータ 下位 64H 
次のレジスタへの 上位 00H 
書き込みデータ 下位 78H 

 
レスポンスメッセージ (正常時) [サーバ] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 05H 
ユニット ID 00H 
ファンクションコード 17H 
書き込みデータ数 (バイト数) 04H 
読み出し 上位 00H 
レジスタ内容 下位 6EH 

 
例外コードメッセージ (異常時) [サーバ] 

転送 ID 上位 00H 
 下位 00H 
プロトコル ID 上位 00H 
 下位 00H 
データ長 上位 00H 
 下位 03H 
ユニット ID 00H 
80H  ファンクションコード 97H 
例外コード 03H 

 
 

コントローラのレジスタアドレスについては、COM-JL [SRJ対応版] 通信デー

タ一覧 (IMR01Y50-J) を参照してください。 
 
 
 

MBAPヘッダ 

先頭のレジスタアドレス 

1～125 (0001H～007DH) 個の
範囲内で設定してください 

MBAPヘッダ 

レジスタ数  2 

MBAPヘッダ 

設定範囲外の場合 

MBAPヘッダ 

任意のデータ  
(データ範囲内) 

リクエストメッセージと同じ

内容になります 

MBAPヘッダ 

設定範囲外の場合 

MBAPヘッダ 

任意のデータ 

テストコードは必ず「00H」にします

レジスタ数  2 

リクエストメッセージと同じ
内容になります 

MBAPヘッダ 

サーバビジーの場合 

MBAPヘッダ 

先頭のレジスタアドレス 

1～123 (0001H～007BH) 個の

範囲内で設定してください

MBAPヘッダ 

先頭のレジスタアドレス

MBAPヘッダ 

設定範囲外の場合 

書き込みレジスタ数  2 

 

MBAPヘッダ 

1～118 (0001H～0076H) 個の範囲内
で設定してください

先頭のレジスタアドレス (読み出し)

1～118 (0001H～0076H) 個の範囲内
で設定してください 

先頭のレジスタアドレス (書き込み) 

MBAPヘッダ 

書き込みレジスタ数  2 

MBAPヘッダ 

設定範囲外の場合 


